
平
成
二
十
七
年
七
月
四
日

こ
と
で
、
沖
縄
の
歴
史
・
文
化
を
次
世
代
に
継

(

土)
～
五
日(

日)

の
計
二
日

承
す
る
。
こ
の
事
業
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち

間
、
パ
レ
ッ
ト
市
民
劇
場
に

の
居
場
所
づ
く
り
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
見
つ

お
い
て
、
劇
団
Ｏ
･
Ｚ
･Ｅ
公

け
る
喜
び
、
年
齢
を
超
え
た
出
演
者
同
士
の
触

演
「
飛
べ!

琉
球
鳥
人
二
〇

れ
合
い
の
中
で
、
普
段
の
生
活
の
中
で
は
得
ら

一
五
」
が
開
催
予
定
で
す
。

れ
な
い
自
己
発
見
が
で
き
る
。
以
上
の
様
な
目

そ
の
出
演
者
募
集
に
つ
い

的
で
実
施
さ
れ
る
事
業
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
、
ま
た
年
齢
を

と
言
わ
れ
て
い
る
。

て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、
平
成
二
十
七
年
一
月

超
え
て
協
力
し
あ
い
舞
台
を
作
り
上
げ
る
中
で

安
里
周
當
は
、
琉
球
王
家
御
用
の
腕
利
き
の

作
品
を
通
し
て
、
プ
ロ
の

上
旬
よ
り
出
演
者
募
集
の
告
知
を
行
い
、
二
月

協
調
性
の
養
成
、
自
己
発
見
す
る
事
業
と
し
て

花
火
師
だ
っ
た
。
大
層
裕
福
だ
っ
た
が
、
那
覇

指
導
の
も
と
、
う
ち
な
ー
口

ま
で
を
募
集
期
間
と
す
る
。
二
月
下
旬
に
オ
ー

こ
の
市
民
劇
を
上
４
演
す
る
。（
稽
古
期
間
）

の
首
里
か
ら
南
風
原
町
に
移
住
し
、
津
嘉
山
に

・
琉
球
舞
踊
・
ダ
ン
ス
も
習

デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
、
劇
団
の
団
員
を
中
心
に

三
月
～
六
月

午
後
十
八
時
か
ら
三
時
間

あ
る
高
津
嘉
山
か
ら
妻
に
命
綱
を
持
た
せ
て
何

得
、
ま
た
、
稽
古
の
中
で
行

選
考
を
行
い
、
出
演
者
を
決
定
す
る
。
出
演
者

（
募
集
・
申
込
方
法
）

度
も
飛
行
を
試
み
る
。
周
當
の
翼
は
凧
の
よ
う

う
表
現
教
育
を
通
し
て
、
世

は
経
験
不
問
、
対
象
は
沖
縄
県
民
で
あ
り
、
小

那
覇
市
、
浦
添
市
、
南
風
原
町
を
中
心
と
し

な
作
り
の
簡
素
も
の
で
、
何
度
も
飛
行
実
験
に

代
間
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

中
高
生
の
児
童
・
生
徒
を
中
心
に
子
育
て
世
代

て
県
内
の
小
中
高
へ
、
ま
た
公
共
施
設
へ
募
集

失
敗
す
る
周
當
に
、
周
り
の
人
々
は
「
変
わ
り

ー
シ
ョ
ン
能
力
・
創
造
力
・

の
父
母
、
定
年
退
職
を
迎
え
る
世
代
も
参
加
可

概
要
・
募
集
ポ
ス
タ
ー
・
申
込
用
紙
を
送
付
。

者
だ
。
」
「
飛
ぶ
な
ん
て
不
可
能
に
決
ま
っ
て
い

自
己
表
現
力
・
協
調
性
を
養

能
。
作
品
は
「
飛
べ
！
琉
球
鳥
人
」
ラ
イ
ト
兄

専
用
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

る
。」
と
口
々
に
言
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対

う
。作
品
を
作
る
に
あ
た
り
、
弟
よ
り
も
前
に
、
人
類
で
初
め
て
空
を
飛
ん
だ

応
募
す
る
。（
裏
面
参
照
）

し
周
當
は
「
や
っ
て
み
て
失
敗
し
た
と
こ
ろ
で
、

当
時
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ

十
八
世
紀
後
半
の
人
物
、琉
球
王
朝
の
花
火
師
、
（
問
合
せ
先
）
劇
団
Ｏ
･
Ｚ
･
Ｅ(

オ
ゼ)

初
め
か
ら
や
ろ
う
と
し
な
い
よ
り
ど
れ
ほ
ど
ま

バ
ス
ツ
ア
ー
を
出
演
者
と
と

安
里
周
當
「
飛
び
安
里
」
を
モ
チ
ー
フ
に
夢
を

那
覇
市
港
町
二
―
十
六
―
一
琉
球
新
報
開
発

し
な
こ
と
か
。」
と
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
た
と
言

も
に
計
画
し
開
催
す
る
。
出

追
い
続
け
る
姿
を
描
い
た
ス
ト
ー
リ
ー
。
作
品

ビ
ル
四
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
八
六
六
―
六
一
一
八

わ
れ
て
い
る
。
周
當
は
と
う
と
う
空
を
飛
ぶ
こ

演
者
自
ら
が
調
査
研
究
す
る

を
通
し
て
新
た
な
沖
縄
の
歴
史
文
化
を
学
び
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
九
六
三
―
四
三
二
〇

と
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
後
に
人
々
は
周
當
の

制
作
担
当
：
金
城
理
恵

飛
ぶ
こ
と
に
対
す
る
情
熱
や
努
力
を
敬
い
、
誰

携
帯
：
〇
九
〇
―
三
七
九
〇
―
三
一
〇
八

と
も
な
く
周
當
の
事
を
「
飛
び
安
里
」
と
呼
ぶ

（
応
募
締
め
切
り
）

よ
う
に
な
っ
た
。
と
の
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
八
日(

土)

新
し
く
な
っ
た
南
風
原
町
役
場
に
は
、
南
風

原
の
偉
人
飛
び
安
里
が
実
際
に
使
っ
た
翼
の
二

分
の
一
ス
ケ
ー
ル
の
レ
プ
リ
カ
が

展
示
さ
れ
て
い
る
。
骨
組
み
は
真

ラ
イ
ト
兄
弟
が
動
力
飛
行
を
成
功
さ
せ
る
は

竹
で
で
き
て
お
り
、
羽
部
分
は
布

る
か
前
の
琉
球
王
朝
時
代
に
、
空
を
飛
ぶ
こ
と

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
と
て
も
王
朝

を
夢
見
て
、
実
際
に
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
た
う
ち

時
代
に
設
計
し
て
作
ら
れ
た
と
は

な
ー
ん
ち
ゅ
が
い
る
。
飛
び
安
里
と
呼
ば
れ
る

思
え
な
い
ほ
ど
の
立
派
な
作
り
に

親
子
は
、
二
代
に
渡
っ
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
、

沖
縄
の
偉
人
の
知
恵
や
努
力
を
目

と
う
と
う
高
津
嘉
山
か
ら
の
飛
行
に
成
功
し
た

の
当
た
り
に
で
き
る
。

PUSHプロジェクト!!
去る2月4日(水)体育館におい

て、米盛輝武(浦添総合病院)医
師等を講師として、体育の時間
を活用し二年生を対象にプッシ
ュ講習会を実施しました。
ＰＵＳＨプロジェクトは、胸骨

圧迫(心臓マッサージ)だけの誰
でもできる心肺蘇生(そせい)の
普及を通じて、突然倒れた方を
救命できる地域づくりを目指し
ます。突然死は、いつ、どこで
も、誰にでも起こりえます(大
阪ライフサポート協会のホーム
ページ参照)。突然心臓が止ま
ってしまった場合、助かる可能
性は数％と非常に低く(ウツタ
イン大阪プロジェクト調べ)、
日本では毎年およそ7万人もの
方が突然死で亡くなっていま
す。 突然、心臓が止まってし
まったら、一刻も早く胸骨圧迫
を開始し、ＡＥＤ(自動体外式除
細動器)を用いて、電気ショッ
クをかける必要があります。

右
下
へ
続
く

平成27年
2月5日

神原中
不定期49号

飛べ！琉球鳥人2015
～劇団Ｏ.Ｚ.Ｅ公演 出演者募集～ 神

中
し
ー
ぶ
ん

ＡＥＤの設置は拡がりつつ
あるが、ＡＥＤを用いた心肺
蘇生を行うことの出来る人が
増えなければ、救命率の向上
は期待できません。ＰＵＳＨプ
ロジェクトでは、心肺蘇生の
中でもっとも重要な胸骨圧迫
とＡＥＤの使い方を多くの方
に学んでもらうことで、突然
倒れた方の救命率向上を目指
します。市民によるＡＥＤの
使用が認められて10年になり
ますが、1年間に全国で心臓
突然死で亡くなる方の数は増
え続け、現在7万人といわれ
ています。学校でも年間数十
名の児童生徒が若い命をおと
しています。適切にＡＥＤが
使用されていたケースは、わ
ずか3.7％に過ぎず、学校な
どでの心肺蘇生教育の普及が
重要視されています。最後に、
「完璧でなくてもいいので、
勇気を持って声をかけ、でき
ることをやってください」と
呼びかけていました。

｢
飛
び
安
里
｣っ
て
！


